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「平成28年度第１回協議員総会」を開催
   ～ 平成27年度事業報告案及び決算、ＳＥＬＰロゴマーク使用規程改正案が
承認されるとともに、「優先調達推進法の日・月間」法施行３周年記念全国
キャンペーンの実施を確認～

５月10日（火）に全社協灘尾ホール（東京都千代田区霞が関）において、「平成28年度第１回協議員総会」を開催しました。
会議冒頭には、平成28年熊本地震でお亡くなりになられた方に対して黙祷を捧げ、阿由葉会長から全国セルプ災害対策本部（日本セルプセンターと合同での災害支援の枠組み）における支援活動の報告（詳細は４～５ページ）と協力依頼がありました。加えて、改正障害者総合支援法案が今通常国会で審議されていることを踏まえ、挨拶の中で「社会保障審議会障害者部会における協議の結果が今回の改正法につながっている。就労支援についてはセルプ協としての意見を部会でも発信し続けてきたところであるが、法改正事項は定着支援制度の創設にとどまり、各事業の在り方等の検討は、部会報告書で方向性は示されたものの、その具体的な中身は次期報酬改定以降に持ち越されている。障害の重い方も含め、全ての働きたいという思いをもった障害のある方を受けとめられるものとして、日本版の就労支援制度とを作っていかなくてはいけない。前回の協議員総会で報告した通り、部会での議論が一段落したことから、改めて都道府県組織を通じて会員施設・事業所の皆様から意見を募ることとしており、一緒にこの国の就労支援の在り方について考えていきたい」と述べられました。
続いてご臨席いただいた、全国社会福祉協議会の寺尾徹常務理事、厚生労働省障害保健福祉部障害福祉課の鈴木良尚課長補佐よりご挨拶をいただきました。寺尾常務理事からは、熊本地震における支援活動についての引き続きの協力の依頼と、４月に施行された改正社会福祉法の平成29年４月施行事項の検討が社会保障審議会福祉部会で進められていることを踏まえ、セルプ協を含めた各施設種別団体の意見を国に届けていく必要がある旨の発言と、この課題に対応していくことへの協力依頼がありました。鈴木課長補佐からは、被災した障害者就労支援施設・事業所等への支援のためにも、引き続きセルプ協と連携をして支援方策を検討していきたい旨、今通常国会での成立が見込まれる改正障害者総合支援法について、平成30年４月施行までに詳細を詰めていく中で、引き続きご意見・ご協力をいただきたいとの発言がありました。

（１）議案審議　　＜略＞
（２）優先調達推進法施行３周年キャンペーンの実施について　　＜略＞
（３）熊本地震についての全国セルプ災害対策本部の活動状況について
～全国セルプ災害対策本部「平成28年熊本地震」の支援活動について（第４報）～
　この間の熊本地震の支援活動の経過（４～５ページ参照）について事務局より報告いたしました。さらに、松本保孝熊本県選出協議員（熊本県社会就労センター協議会副会長）、花宮良治大分県選出協議員（大分県就労支援事業所協議会会長）から、支援物資搬入や義援金の先行支給、本部員の現地入り等の全国セルプ災害対策本部における支援活動に対してのお礼と、生産活動を停止していた事業所が一部を再開した等、被災施設の現状報告をいただきました。
今後の支援活動については、① 現地のライフラインや交通網の復旧にともない支援ニーズの変化が想定されることから、そのニーズを把握し今後の対策本部における支援活動につなげていくこと、② 義援金についてはできるだけ早期に被災施設にお支払いし復旧・復興活動にお役立ていただくために、発災当初にも電話やＦＡＸで状況把握をしたものの、被害の程度や状況について改めて詳しく把握をさせていただく必要があること、③ 国による被災地支援（予算措置等）の検討もこれから本格化していくことが見込まれる中で、就労系事業を中心とした日中活動については状況把握が進んでおらず、厚生労働省（障害福祉課）からも今後必要な支援方策の検討を視野に入れ、可能な限り早期の状況把握の依頼がきていること、等の理由から、熊本県内に加え、大分県内の大きな被害が発生している地域（別府市、由布市）の会員施設・事業所（県組織のみの会員施設・事業所含む）に対して、改めて被災状況の詳細と支援ニーズについての調査を行うことが、当日の協議員総会前に開催された「常任協議員会」（全国セルプ災害対策本部の会合としても開催）の中で確認されました。

調査票は５月23日以降に発信いたします。対象となる施設・事業所におかれましては、様々な制約がある中での日々の支援活動で非常に大変な状況の中でご面倒をおかけいたしますが、今後の対策本部での支援活動や国への制度予算要望等につなげていくという本調査の趣旨を何卒ご理解をいただき、ご協力をいただきますようお願い申しあげます。
	平成28年５月10日

全国セルプ災害対策本部における平成28年熊本地震の支援活動について（経過）
（※一部熊本県セルプ協の活動含）

４月14日（木）・ 熊本地震“前震”発生

４月15日（金） ・ 全国セルプ協より九州各県のセルプ協組織に対して、被害状況について照会

 　　　　　　　 ・ 熊本県セルプ協 会員施設に対して被害状況調査（第１次）を実施
４月16日（土） ・ 熊本地震“本震”発生

・ 熊本県セルプ協 会員施設に対して被害状況調査（第２次）を実施

４月17日（日）　・ 九州ブロックにおいて今後の物資支援のための行程確認のために熊本入

　　　　　　　   ⇒ あわせて、九州各県のセルプ協組織に対して支援物資の調達を依頼

　　　　　　　    （物資集積拠点は福岡県大牟田市・大牟田恵愛園）
４月18日（月）・ 全国セルプ協と日本セルプセンター、熊本県と大分県の会員施設に連絡し情報を収集

・ 全国セルプ災害対策本部 会合（第１回）

　　　　　　　　  ※ 全国セルプ協 拡大正副会長会議 の中で開催

　　　　　　　   ⇒ 対策本部を立ち上げ、支援活動の基本方針となる「『平成28年熊本地震』に係る

全国セルプ災害対策本部の対応について」（以下、災害対策本部支援方針）を決定

・ セルプ通信速報号外において、「全国セルプ災害対策本部『平成28年熊本地震』の支

援活動について」（以下、支援活動報告）（第１報）を配信

                 ⇒ 全国セルプ協、日本セルプセンターで把握した被災状況、熊本県セルプ協より提供のあった情報を基に、熊本県、大分県の会員施設の被災状況を報告
４月19日（火）・ セルプ通信速報号外において、支援活動報告（第２報）を配信

⇒ 災害対策本部支援方針の周知と義援金依頼（期日は５月末日）を実施、義援金に

ついては熊本県と九州ブロックのセルプ協組織に対して各100万を先行支給

               ・ 全社協社会福祉施設協議会連絡会（以下、連絡会）会長会議 開催

⇒ 熊本地震への支援活動について各団体の支援状況を共有、義援金募集を行うこと

を決定
４月20日（水）・ 対策本部員（阿由葉本部長、川俣副本部長、叶実行委員長、髙江本部員）が熊本入、

あわせて九州ブロックによる物資支援（第１便）を実施

　　　　　　　 ・ 対策本部員と熊本県セルプ協正副会長間で対策会議を開催（会場は熊本県社協）

⇒ 対策会議の中で、３つの会員施設（大津町・大津あゆみ園、熊本市・済生会かが

やき、宇城市・熊本こすもす園）を熊本県内の物資集積拠点とすることを決定。
４月21日（木）・ 九州ブロックによる物資支援（第２便）を実施

　　　　　　　 ・ 熊本県セルプ協より県内会員施設に対して物資集積拠点へ支援物資が搬入される旨

周知
４月22日（金）・ 九州ブロックによる物資支援（第３便）を実施
４月26日（火）・ 九州ブロックによる物資支援（第４便）を実施
４月28日（木）・ セルプ通信速報524において、支援活動報告（第３報）を配信

　　　　　　　    ⇒ 熊本県セルプ協にて収集・整理した情報を基に熊本県内の会員施設の被災状況

を報告、九州ブロックによる物資支援は一旦停止したことを報告、厚労省４月25

日付事務連絡「平成28年度熊本地震により被災した障害者等に対する支給決定等

について」を周知
５月２日（月） ・ 対策本部員（阿由葉本部長、川俣副本部長、叶実行委員長）が大分入
５月６日（金） ・ セルプ通信速報525において、連絡会義援金募集について周知
５月10日（火）・ 全国セルプ災害対策本部 会合（第２回）※ 全国セルプ協 常任協議員 の中で開催
５月11日以降（予定）

　　　　　　　　・ 熊本県、大分県の被災施設に対して、その後の状況（開所できているか、生産活動

を実施できているか含め）と支援ニーズについて、全国セルプ災害対策本部「災害

支援基金運営要綱」にあるシートを基に調査を実施

⇒・ 調査結果を基に今後の支援活動について検討（６月に第３回対策本部会合を開催）

　　　　　　　　 ・ 基金を活用して義援金の先行支給を実施

　　　　　　　　 ・ 被災施設の事業振興策について検討（平成28年度全国ナイスハートバザールの機

会の活用等）
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※これまでの速報はセルプ協ウェブサイト「会員専用ページ」からご覧ください。
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